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はし那き

成 人 に お ける トキ シッ ク ショ ッ ク 症 候 群（１ｏｘｉｃ ｓｈｏｃｋ ｓｙｎｄｒ㎝ｅ， ＴＳＳ）は 黄 色
ブ ド ウ

球 菌感染症のなかでも最 も重症化 ある いは致死性の高 い疾患である。 １９９８ 年には新生

児 の ＴＳＳ
，
新 生 児 ＴＳＳ 様 発 疹 症（ｎｅｏｎａｔ３１ ＴＳＳ－１ｉｋｅ ｅｘ＆ｎｔｈ㎝ａｔ㎝ｓ ｄｉｓｅａｓｅ，

ＷＥＤ）を

提 唱 した。 ＮＴＥＤ 患 児 の 多 く は 臨 床 症 状 は 軽 度 で あ り、 自 然 治 癒 す る。 い ず れ の 疾 患 で

も ス ー パ ー 抗 原ＴＳＳＨ （ＴＳＳｔｏｘｉｎ－１） に よ る 応 答 性 Ｖβ２＋丁 細 胞 の 過 剰活 性 化 に続 く 過

剰のサイ トカイ ンが疾患発症機序に一義的 に関与している。 科学研究費基盤 Ｂ により

多く の研究がなさ れ、 下記の成果を得 た直 １） スーパー抗原 による丁細 胞活性化 には丁

細胞 の補助シ グナルＣＤ２８の関与が必要である ことが 明らかにされた。２） べ一チェッ ト

病 患者から分離された口腔細 菌からはスーパー抗原は検出さ れ怠かっ た。３）ＴＳＳＨ の

丁 細胞活性化作用を抑制する注射用 漢方薬を見出しだ。 ４） 黄色 ブドウ球菌とＣ群レン

サ 球 菌 か ら 新 規 の ス ーパ ー 抗 原 ｓｔａｐｈｙｌ㏄㏄ａｌ ㎝ｌｅ 舳 ｏｘｉｎ－ｌｉｋｅ ｔｏｘｉｎ Ｐ （ＳｅｌＰ）と

Ｓｔｒｅｐｔ㏄ｏ㏄ｕｓ ｄｙｓｇａ１ａｃ 榊 ｅ 舳 ｏｇ㎝ Ｇ を発 見 し た。 ５） 新 生 児 疾 患 ＮＴＥＤ 起 炎 黄 色 ブ

ドウ 球 菌の 細 菌 学的 解 析 を 行 っ た。 ６） 重症 ＮＴＥＤ を 報 告 した。 患児 は Ｄ１Ｃ と 冠 動 脈
拡

張 を 呈 し、 応 答性 Ｖ偉２
寺 丁細 胞 は 成 人 型 の 増 幅 を 示 し た。
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